



















































































































　　基礎演習 I・第 1 回（ 4 /15）
　　　学生の実態 : 41項目








　　各ゼミ教員に依頼（ 4 月第 2 週以降）
　　　学生の実態 : 1７項目
　　　共 通 科 目 ラーニング・アウトカムズ 関
連 : 21項目
　 3 ・ 4 年生
　　各ゼミ教員に依頼（ 4 月第 2 週以降）
　　　学生の実態 : 18項目





4 . 1 .　学生の実態

































































a1 分からない単語や用語は調べる 48 23.9% 79 39.3% 49 24.4% 23 11.4% 2 1.0%
a2 大事な話はメモやノートを取りながら聞く 53 26.4% 94 46.8% 36 17.9% 15 7.5% 3 1.5%
a3 パソコンを上手に使って情報の収集・加工・伝達
ができる
14 7.0% 39 19.4% 47 23.4% 62 30.8% 39 19.4%
a4 筋道を立てて考えることができる 15 7.5% 72 35.8% 85 42.3% 29 14.4% 0 0.0%
a5 自分の意見をうまく発信することができる 19 9.5% 87 43.3% 40 19.9% 42 20.9% 13 6.5%
a6 自分の勉強方法に自信がある 6 3.0% 20 10.0% 71 35.3% 78 38.8% 26 12.9%
b1 これからの４年間で学びたいことがはっきりし
ている
75 37.5% 82 41.0% 26 13.0% 13 6.5% 4 2.0%
b2 これからの４年間の学びの準備ができている 12 6.0% 46 23.0% 75 37.5% 56 28.0% 11 5.5%
c1 目標を立てて物事に積極的に取り組む 29 14.4% 89 44.3% 63 31.3% 19 9.5% 1 0.5%
c2 すべきことは優先順位をつけて実行できる 34 17.0% 82 41.0% 64 32.0% 19 9.5% 1 0.5%
c3 計画的に時間を使うことができる 17 8.5% 53 26.4% 68 33.8% 55 27.4% 8 4.0%
c4 お金は計画的に使う 69 34.3% 72 35.8% 43 21.4% 13 6.5% 4 2.0%
c5 物事の取りかかりが遅い 30 14.9% 76 37.8% 60 29.9% 26 12.9% 9 4.5%
c6 新たな環境に適応し、馴染むことができる 25 12.4% 84 41.8% 45 22.4% 40 19.9% 7 3.5%
c7 社会のルールや人との約束を守ることができる 66 32.8% 100 49.8% 26 12.9% 8 4.0% 1 0.5%
c8 精神的なストレスの自分なりの解消法がある 35 17.5% 62 31.0% 65 32.5% 31 15.5% 7 3.5%
c9 いやなことがあっても、気持ちを切り替えて、す
べき課題に取り組める
24 11.9% 60 29.9% 58 28.9% 49 24.4% 10 5.0%
d1 日中、眠くて仕方ないことが多い 32 16.0% 72 36.0% 47 23.5% 34 17.0% 15 7.5%
d2 朝起きるのがとてもつらい 42 20.9% 62 30.8% 34 16.9% 44 21.9% 19 9.5%
d3 体調管理がきちんとできる 34 16.9% 72 35.8% 70 34.8% 21 10.4% 4 2.0%
e1 何となく不安になることが多い 56 27.9% 98 48.8% 25 12.4% 21 10.4% 1 0.5%
e2 気持ちに大きな波がある 43 21.4% 59 29.4% 45 22.4% 42 20.9% 12 6.0%
f1 将来の進路（キャリア）について見通しがある 49 24.4% 98 48.8% 35 17.4% 14 7.0% 5 2.5%
f2 大学の勉強は自分の将来に役立つ 150 74.6% 49 24.4% 2 1.0% 0 0.0% 0 0.0%
g1 人に左右されず、自分の考えで行動できる 28 13.9% 58 28.9% 72 35.8% 37 18.4% 6 3.0%
g2 自分が好きである 17 8.5% 54 26.9% 69 34.3% 48 23.9% 13 6.5%
g3 なにかにつけて、他人と比べることがよくある 43 21.4% 94 46.8% 42 20.9% 20 10.0% 2 1.0%
g4 困ったときは人に相談できる 79 39.3% 62 30.8% 30 14.9% 23 11.4% 7 3.5%
h1 外国語の習得に意欲がある 89 44.5% 74 37.0% 23 11.5% 11 5.5% 3 1.5%
h2 英語の勉強に自信がある 11 5.5% 22 10.9% 56 27.9% 69 34.3% 43 21.4%
h3 国際的な出来事に関心がある 51 25.4% 75 37.3% 43 21.4% 25 12.4% 7 3.5%
h4 異なる文化を理解し、尊重する意欲がある 84 41.8% 87 43.3% 24 11.9% 4 2.0% 2 1.0%
h5 外国語を用いてコミュニケーションをする意欲
がある
53 26.4% 76 37.8% 45 22.4% 22 10.9% 5 2.5%
i1 私は欠点のない人間でなければならない 4 2.0% 21 10.4% 38 18.9% 77 38.3% 61 30.3%
i2 いつも目覚ましい行いをしなくてはならない 9 4.5% 26 12.9% 114 56.7% 42 20.9% 10 5.0%
i3 私は常に業績を上げなければならない 17 8.5% 59 29.4% 69 34.3% 44 21.9% 12 6.0%
i4 物事は完全無欠に成し遂げなければならない 13 6.5% 55 27.5% 67 33.5% 45 22.5% 20 10.0%
i5 たくさんの仕事を引き受けても立派にこなさなけ
ればならない
29 14.4% 95 47.3% 58 28.9% 14 7.0% 5 2.5%
i6 私はいつも、皆に好かれなければならない 7 3.5% 56 27.9% 73 36.3% 47 23.4% 18 9.0%
i7 私は常に、周りから高く評価されなければなら
ない
8 4.0% 27 13.5% 68 34.0% 75 37.5% 22 11.0%
i8 自分が辛くても、人から頼まれれば全て引き受け
ねばならない
21 10.4% 77 38.3% 61 30.3% 33 16.4% 9 4.5%
N=201
表 4 　 1 年生の実態
14
　質問項目 d 1 ～ d 3 を見ると、睡眠や起床、
体調管理の面で、見過ごせない学生が2,3割い


























4 . 2 .　プログラムの成果




















　質問項目 c 1 ～ c 4 を見ると、キャリアにつ











生 のスキルアップのために、CETL や SPACe
の活用を促すなどの配慮が必要であろう。
































示 す 6 項 目 に 対 して、「確 かに 身 についた ＝
4 」、「どちらかと言えば身についた＝ 3 」、「あ
まり身につかなかった＝ 2 」、「全く身につかな
























58 29.7% 113 57.9% 20 10.3% 4 2.1%
b1 自分で立てた計画を試し、その取り組みを振り返って､更に
うまく出来るように考えることができた
26 13.3% 105 53.8% 55 28.2% 9 4.6%
b2 シラバスを読んで必要十分な履修計画を立てることができた 26 13.4% 63 32.5% 83 42.8% 22 11.3%
b3 セメスター/月ごとにスケジュールを立て、それに基づいて
学習活動を進めることができた
24 12.4% 64 33.0% 87 44.8% 19 9.8%
b4 自身の4年間の計画を立てることができた 28 14.4% 76 39.0% 65 33.3% 26 13.3%
c1 キャリアを考えて、課外活動（たとえばクラブやバイトな
ど）を取捨選択することができた
54 27.7% 78 40.0% 50 25.6% 13 6.7%
c2 自身のキャリアについて意識することができた 69 35.4% 101 51.8% 22 11.3% 3 1.5%
c3 これまで知らなかった仕事（職種）についても知ることが
できた
58 29.7% 82 42.1% 44 22.6% 11 5.6%
c4 SAなどの先輩の事例から、自身のキャリアのためにどのよ
うにすべきか学ぶことができた
51 26.2% 100 51.3% 34 17.4% 10 5.1%
d1 意見提示型レポートの書き方を学ぶことができた 120 61.9% 64 33.0% 6 3.1% 4 2.1%
d2 図書館を活用した文献調査ができた 102 52.6% 67 34.5% 21 10.8% 4 2.1%
d3 （多様な立場の声を織り交ぜて論じる）多声的な論理構成を
学ぶことができた
60 30.8% 102 52.3% 29 14.9% 4 2.1%
e1 美術作品を楽しく鑑賞する方法を学ぶことができた 130 66.7% 53 27.2% 9 4.6% 3 1.5%
e2 美術鑑賞を通じて、作品から作者の思いや考えを感じること
ができた
83 42.8% 71 36.6% 35 18.0% 5 2.6%
f1 運動会に参加して友人と積極的に交流できた 117 60.0% 43 22.1% 16 8.2% 19 9.7%
f2 教育学部の中に新しい友人を作ることができた 139 71.3% 43 22.1% 7 3.6% 6 3.1%
f3 担当の先生（アドバイザー教員）と親しくなることができた 112 57.4% 63 32.3% 13 6.7% 7 3.6%
g1 自身を多角的に客観視する力が伸ばせた 44 22.7% 105 54.1% 40 20.6% 5 2.6%
g2 自分の学習能力（スキル）を向上させることができた 49 25.1% 92 47.2% 44 22.6% 10 5.1%
h1 各教員の回（アドバイザー教員ごと）での活動は有益だった 127 65.1% 58 29.7% 7 3.6% 3 1.5%









4 . 2 . 3 　学部ディプロマ・ポリシー関連
　入学後の 3 年間での達成度を測るために、ど
のような機会で学んだのか、どのように学んだ
のかについて、表 ７ に示す 6 項目に対して、「大
いにあった＝ 4 」、「多少あった＝ 3 」、「あまり
なかった＝ 2 」、「全くなかった＝ 1 」の 4 件法
で回答を求めた。 4 年生を対象に、各演習Ⅲに
おいて実施し、231人の学生から回答を得た。
平均値の降順に並べた結果を、表 ７ に示す。
　質問項目19, 20に対する回答の平均値が高い
ことから、学内の授業の中で学ぶ機会について
は、「あった」と実感されていると言える。
表 6 　共通科目ラーニング・アウトカムズ関連の達成度
表 7 　学部ディプロマ・ポリシー関連の達成度
質問項目 平均
30 他者と協調・協働して行動する力 3.48
31 自己の良心と社会のルールや規範に従って行動する力 3.40
35 何のために学ぶのかを問う習慣 3.37
20 人類の平和や幸福について自ら考える力 3.33
32 社会の一員としての意識を持ち、社会に積極的に関与する力 3.08
34 これまでに学んだ知識や経験を結びつけて活用する力 3.07
36 書き言葉と話し言葉を使い分けるスキル 3.03
29 設定した目標・計画に向けて、確実に行動する力 3.00
18 異文化の人々に関する知識 2.99
25 多面的に分析し、考える力 2.98
22 日本語を用いて自分の意見をわかりやすく書くスキル 2.94
26 多様な情報を収集・分析する力 2.92
33 卒業後も自ら学び続けることのできる習慣 2.90
28 問題解決に必要な情報を収集し、その問題を解決する力 2.90
38 問題の本質を見つける力 2.84
19 人類の文化、社会と自然に関する知識 2.84
23 日本語を用いて文章の要点を的確に読み取る力 2.81
27 情報や知識を論理的に分析し、活用するスキル 2.66
37 論理的に一貫した話をするスキル 2.64
21 日本の文化・伝統に関する理解 2.62
24 外国語を用いてコミュニケーション（読む、書く、聞く、話す）をする力 2.54
N=225
質問項目 平均
19 入学から今までに、複数の学問的視点（たとえば教育学や心理学など）から、教育について学ぶ機会がありましたか 3.60
20 授業を通じて教育の諸事象を特定の視点から深く考える経験をしたことはありましたか 3.30
21 授業を通じて理論的思考力を修養する機会はありましたか 3.17
23 授業以外（たとえばボランティアやクラブ活動など）で教育の諸事象を特定の視点から深く考える経験はありましたか 3.11
22 授業で学んだをことを活用し実践力を磨く機会はありましたか 2.90
26 「人間教育」を実践する教師になるための土台となる知識や技能を身につける機会はありましたか 2.82
N=231
17特集論文 ｢エビデンスに基づく教育改善」
　しかしその一方で、質問項目23, 22, 26につい
てはやや低い。そのため、授業以外で実践力を
高める機会については、「あった」と実感でき
ている学生がそれほど多くないことが読み取れ
る。社会では、実践力が問われることから、ア
クティブ・ラーニングなど、学生が主体的・積
極的に活動する場面を増やすことが求められて
いると言える。また、教員養成の視点からも、
「実践」を意識した学習場面を増やす必要があ
ると言えるだろう。
5 ．まとめと今後の課題
　本稿では、2014年度から教育学部が開始した
学生調査について、その目的と、結果の一部に
ついて報告した。学生の実態からは、学習指導
や生活指導をどのように行うべきかを考える上
で、注目すべき点が明らかになった。プログラ
ムの成果については、一定の効果は認められる
者の、アカデミックなスキルや実践力を伸ばす
ための対応の必要性が見出された。
　ただし、数値が低い、もしくは、下がってい
ると見られる場合であっても、肯定的に捉えら
れることもある。例えば、以前よりも経験が増
して視野が広がることによって、将来の展望に
ついてより現実的に考えるようになり、その結
果として、難しく考えるようになり、数値が下
がる場合がある。
　また、今回の調査で扱った数値は、あくまで
も学生の主観によるものである。そのため、一
つの目安にはなるが、質問項目によっては、実
際の学生の状態を正確に表していない可能性も
考慮すべきである。
　今後、定期的に調査を継続しつつ、大学での
学習に対する展望を経年的に調査し、その変化
を「成績」や「心身の健康」と関連させて見て
いくことを計画している。
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